


●解説

1992年、 11月 。荒川上流にある滝沢ダムの地

元合意が成立 した。23年の歳月を経て、最後の

反対同盟会が妥結 したのだ。キャメラは、ダム

を誘致 した山村 を起点として、源流から東京湾

までの水系169キ ロに及ぶ荒川の水路を辿りなが

ら、現在的な川の様相と水問題を、克明にルポ

ルターシュしてぃく。そこには、自然と生 きた

山間の人々や、農民、漁民の生活が破壊 されて

いく現実とともに、なおも膨れ上がろうとする

下流の都市がある。

今、世界は、近代化がもたらした功罪に気付

き、パランスを失つた社会の軌道修正が行われ

ようとしている。その中で、私たち自身が、川

をはじめとした自然にどう向き合つていくべき

なのか、その答えを求めて、キャメラは、山や

海に生きる男たちの肉声をフィルムに焼きつけ

ていく。

人間は自然に手を加えなければ生きられない

存在だが、この映画はそれを批判するわけでは

なく、その節度を暗示する。ダム建設をめ ぐる

現実の利害の外で、荒川源流近 くに生きる人物

と河口の海に生きる人物とが、偶然のように同

じ―点、く山〉について語る言葉が、その意味で

感動的だ。美 しい水の映像 と加古隆の音楽がそ

の主題を鮮明にしている。

0すいせんの言葉    東 陽― (映画監督 )
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●監督メンセ~シ

川と共に生きていく、と言 うことをもう一度

自らti問 い返 してみると、実に多 くの事が見え

てきました。川が流れ下つてい (流路には山が

あり農地があり海があります。そして、川が管

理、施設fヒ される以前の世界では、水の防人と

して、れ1人 と農民、漁師がいました。 しか し、

私たちが辿った川の流域では、その防人たちが

近代化 とともに途絶えようとしています。

水の防人を失つていく現在、川と共に生きて

いかなければならない私たちが、未来へ何を継

承 させていくのか、その問いの意味は意外に深

いと言えます。かつて、アメリカインディアン

のホピ族は、こ今ここに存在 している大地は未

来からの借物である。だから我々はそれを大事

に扱い未来へ返 していかなければならない。ョ

と言いました。

では、現代の私たちは、何を未来へ繋ごうと

しているので しょうか。

荒川源流部の山村の農民、中流部の都市住民、

河口にひろがる東京湾の漁師たち。上流から下流

まで、ひとつの川をとりあげて、水と住民の暮ら

しの関係を、これほどまでに包括的かつ リアルに

記録 した映画があるだろうか。 1993年 の夏、第

9回水郷水都全国会議に参加 して、この映画を

見た。水環境の保全について語る住民の的確な

表現と淡々とした日調に私は深い感動を覚えた。

この映画は、荒,II・ 多摩川・利根川の分水嶺を越え

て総合的研究をしていたATT流 域研究所が1992年

に企画製作を呼びかけることから始まった。「環境運

動50年の奔流」の水音がひびく。2021年製作公開の

映画『悠久よりの愛～脱ダム新時代』の原点である。

0す いせんの言葉 木原啓吉 (千葉大学教授 )

●映画づくりの原点 矢間秀次郎

2月20
★新春上映会にご参集を、ふるさとの水土を守るためにI

日 (木)開場13:40～ 開演14ЮO～ 終了後、プロデユーサー・協賛団体等のアフタートーク

■会 場 :Jヽ金井宮地楽器ホール1階小ホール(JR中央線「武蔵小金井駅」南日前)

■入場料 :当 日@1500円、事前予約@1000円 (先着定員80人 )

■主 催 :水の映像フォーラム(8042-381-7770)■ 後 援 :小金井市教育委員会■協 賛 :小金井の水連絡会
■申込先 :右の申込フォーム、またはメール h―yazama@oregano.ocn.neJp 氏名・住所・電話番号を明記。
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